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１．研究計画の概要 
 本研究では，資産蓄積と健康蓄積の実態に
ついて，日本の個票データを用いた計量分析
を行い，以下の 3 点を明らかにする． 
(1)何が予備的貯蓄と予備的な時間投資の同
時決定に影響するか．   
(2)予備的な行動は資産と健康の蓄積結果を
変えるか．   
(3)資産と健康の格差に関係はあるのか． 
  
２．研究の進捗状況 
 これまでに，上記の課題(1)(2)について，独
自のアンケート調査（『家計のリスクに関す
る調査』）を用いた分析を行った．複数の健
康投資行動および健康状態の同時性を取り
入れたモデルの分析により，禁煙や十分な睡
眠といった予備的な健康投資行動が健康状
態を高めることが示された．分析では，同時
性だけでなく，予備的行動を促す重要な要素
とされている時間選好度や危険回避度の差
も捉えている．この分析結果は査読を経て，
「医療経済研究」に掲載された（タイトル：
予防行動と健康状態）． 
 これらの分析を進めるにあたり，新たに研
究が必要だと考えられる課題が生じた．それ
は，親の予備的な行動がその家計の豊かさと
子どもの健康状態に与える影響についてで
ある．そこで，これに関して世界各国で得ら
れている分析結果を展望しサーベイ論文と
して公刊した．また，県別データを使って日
本における親の貧困と子どもの健康状態の
関係について分析し，結果をいくつかの学会
で報告したのち，「日本労働研究雑誌」に掲
載した（タイトル：親の失業が新生児の健康
状態に与える影響）． 
 さらに，豊かな家計と貧しい家計で，親が

子どもの健康状態を作り上げる行動（たとえ
ば料理を作るなど）に差があるかについて分
析をしている（タイトル： "Do working 
mothers reduce their home production?"）． 
 最後に，(3)については，資産格差が健康格
差をもたらしているかを日本の長期パネル
データを用いて分析している（仮タイトル：
"Health and Wealth Accumulation in 
Japan"）． 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している点 
（理由） 
 当初は予定していなかった世代間にまた
がる健康格差と資産格差の関係について分
析を行い，結果を学会等で報告し論文として
公刊することができた．  
③やや遅れている点 
（理由） 
 当初の計画では，日本全体の大規模マイク
ロデータ（当初の予定では国民生活基礎調
査）を用いた分析も考えていたが，現在のと
ころ申請を行っていない．理由は，このテー
マについて経済学的に分析するためには，パ
ネルデータ（少なくとも健康状態の異時点間
の変化を捉えたデータ）が必要であることを
強く感じるに至ったからである．  
 
４．今後の研究の推進方策 
 第一に， 課題(2)について，２で述べた論
文「親の失業が新生児の健康状態に与える影
響」を展開する．十分に捉えられなかった要
素について再吟味したい． 
 第二に，課題(2)について，２で述べた論文
"Do working mothers reduce their home 
production?"について，robustness check を



行い，分析を完成させ，発表する． 
 第三に，課題(3)について，２で述べた論文
"Health and Wealth Accumulation in 
Japan"について，(財）家計経済研究所の『消
費生活に関するパネル調査』を用いた，健康
の異時点間の相関を考慮したダイナミック
モデルの推定を完了させ，学会等で報告し，
雑誌に投稿する． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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